
【暗号化取引】  Stripe 

 

①要約： 

このアイデアは、カード決済時のデータセキュリティを強化するための新しい暗号化技術

を提案しています。このアイデアにより、カード IDや支払いアカウント番号などのデータ

を暗号化し、セキュアな取引を実現します。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、カード決済時のデータセキュリティを高めることです。カード情

報が安全に取引されることで、顧客の信頼性を維持し、不正アクセスや情報漏洩などのリ

スクを軽減することが目指されています。 

 

③新規性： 

提案されている暗号化技術には、カード IDに対応した秘密鍵を用いた暗号化や、ソルト

とハッシュ値を用いたデータ保護が取り入れられています。これにより、従来の暗号化技

術よりも高いセキュリティレベルが実現される点が新規性を持っています。 

 

④独自性： 

このアイデアはカード決済時のデータセキュリティを強化するだけでなく、カード IDを

ハッシュ化して取引プロセスを匿名化する点が独自性を持っています。また、暗号化技術

としてソフトやソルトを使用するアプローチも独自性を示しています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、データセキュリティがますます重要視される現代において、企業や消費

者にとって大きな経済価値を持ちます。安全な取引を保証することで顧客の信頼を得られ

るだけでなく、情報漏洩や不正アクセスによる損失を軽減することができるため、長期的

な経済的メリットが期待されます。 

  


